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チェンマイのバン・メーランカムスクールからかいこプロジェクトの進捗状

況に関して報告がありました。 

保護者も一緒に植えた桑が大きくなってきたので、いよいよ養蚕を始めるた

めに、先日養蚕センターに見学に行ったそうです。かいこ小屋は、今ある農

業小屋を改築して使用するつもりで、新たに必要な養蚕のための棚、網など

を設置します。養蚕センターからかいこの卵はいただけます。先生も生徒も

一生懸命に取り組んでいます。今後の進捗が楽しみです。 

11月21日(土)AIDSの予防や患者や感染者に対す

る理解を深めるためのイベント「世界AIDSデー in よこ

はま」が横浜駅のそごう前広場で開催されます。AWC

では例年のように「プラバンでレッドリボンを作ろう」

を実施します。皆さまお立ち寄りください。  

   子どもの権利を守るために 
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10月21日に代表のマリと、山本が厚生労働省に赴き、10団体の方々と一緒に塩崎厚生労働大臣あてに

「子どもを性の対象とすることを容認しない法改正を求める要望書」を提出し、児童福祉法の改正を求

めました。 

昨年7月に「子ども買春・子どもポルノ禁止法」の改正が行われ、今年7月から施行されていますが、い

まだに「着エロ」「ジュニアアイドル」ものとして幼稚園あるいは小学生の子どもの半裸や水着姿の写

真集やDVDが公然と売られ、これらの子どもたちとの「握手会」や「撮影会」などに大勢の男性が群が

るという現象が起きています。また、JKビジネスと称する女子高校生等にお散歩、マッサージ、撮影会

などのサービスに従事させるような業務も公然と行われており、今年7月に発表されたアメリカ国務省の

「人身売買報告書」でもJKビジネスが少女買春の温床となっていることが報告されました。 

これらの状況を改善し、子どもの権利を守るために今後活動を続けていきたいと思っています。 

  バン・メーランカムスクールのかいこプロジェクト 

 手作りcafé 
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クイズを通してタイを知ろう！ 

   ボランティアありがとうございました 

10月は国際協力月間で、AWCでは毎週末にイベントに参加しました。幸いす

べての日程でお天気に恵まれ、多くの方々との出会いがありました。 

朝早くからボランティアしてくださった皆さま方に心から御礼申し上げます。

10日、11日に開催された「よこはま国際フェスタ」ではブースで「クイズを

通してタイを知ろう！」というクイズを行い、来場の方々に楽しんでいただき

ました。みなさまもチャレンジしてください。 

１、現在タイ北部地域には何人くらいの山岳民族が住

んでいるでしょう。 

①約10万人  ② 約50万人  ③ 約100万人 

２、次の民族の中でタイに住んでいないのはどの民

族？ 

①カレン族 ②アカ族 ③ラフ族 ④リス族 

⑤アオ族 ⑥モン族 

 

※正解は紙面下段をご覧ください。 

３、タイのお金にはすべて共通してあるものが描かれて

います。それは何でしょう？ 

①タイのお寺  ②タイのフルーツ ③タイの国王 

４、山岳民族の人たちは民族によって違った言語、文

化、風習を持っています。では、共通して

いることはどんなことでしょう？ 

  ①高床式の家に住んでいる  

  ②手工芸の技術を持っている 

  ③帽子をかぶっている 

クイズの正解 問１：③ 問２：⑤ 問３：① 問４：② 

世界AIDSデー in よこはま 
今月の手作りcaféはクリスマスツリーの

ミニ額を作ります。ぜひご参加ください。 

日時：11月11日（水）13:30より 

会場：AWC事務局 

会費：1,000円 

桑は立派に育ちました 


